
どうする？
 駐在員や出張者が
 所在不明となってしまったら
ある日突然、海外駐在員やその家族、出張者の所在が不明になってしまったら、どうすればよいでしょうか。
本人が意図的に携帯電源を落としているのか。意識を失っているのか。事故に遭ったのか、それとも、事件やトラブル
に巻き込まれているのか。もしかしたら、誘拐や政治的拘束の被害に遭っているのではないか。
まず現地サイドでいろいろなケースを想定し、一つ一つ可能性を検証・絞り込みをしていきますが、本人の不名誉な場合
もあることを懸念して、しばらく日本本社への報告を見合わせる場合も少なくありません。日本側で早期にとれるアク
ションはないのでしょうか。

今回、元警視庁公安部外事課所属だったセキュリティコンサルタントの松丸俊彦氏を講師として
お招きし、過去の事例も参照しながら、対応が後手にとならないよう、早い段階からどういった
準備・アクションを進めたらよいかについてお話しいただきます。
危機対策の備えとして、各企業の皆さまのご一考に資すれば幸いです。

心身の不良？　失踪？　事件？　事故？　誘拐？　政治的拘束？

一般社団法人 日本在外企業協会
Japan Overseas Enterprises Association

下記URLまたは右QRコードからお申し込みください

(参加登録をされた方に、後日「受講ご案内」メールをお送りします)

（まつまる・としひこ）
警視庁に23年間勤務。主に公安部外事警察（テロ・カウンターインテリジェンス対策）に所属。警察庁警備局外事情報部外事課出向。2007年 
外務省へ出向。在南アフリカ日本国大使館勤務（警備対策官兼領事）、周辺国を兼轄。2010年 警視庁公安部外事警察。2018年 警視庁退職。
㈱オオコシセキュリティコンサルタンツを経て、2023年セキュリティコンサルタントとして独立。TVでコメンテーターを務める。

セキュリティコンサルタント
㈱ノンマド・ファクトリー　代表取締役
（一社）日本在外企業協会（日外協）　海外安全アドバイザー

松丸　俊彦 氏

海外で突然社員との連絡が途絶えた場合の初動について
本社や海外拠点のマニュアルや危機管理体制への当てはめ
「大きく構えて小さく収める」～危機管理の鉄則
Q&A（参加申し込み時の事前質問への回答を含む）


